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序   文

今日の開発渦中にあって,自 然保護, 文化財保存が世論で大きく取 り上げられてお ります。それは

自然や文化財が私達にとって掛替の無いものであ り人間性を豊かにするものであるか らに 他 な りませ

、ん。埋蔵文化財の遺跡 も自なと同様に現状のまま残されるのが本来の姿で, 決してむやみに破壊され

るべきでないことは, 近来各地で開発等により重要な遺跡が破壊を伴って発見されていることを見て

も翠響されるところであ ります。

従ってあらか じめ開発関係機関と充分協議し, 開発を阻まず遺跡をできるかぎり保護してゆく方途

を計って, 僅かではあ りますが成果も上って来てお ります。この調査もその結果,金川曾根地区大規

模農道建設及び畑地帯土地総合改良事業の工事着工前に緊急発掘調査を実施し, 記録として後世に永

く残すものであ ります。資料として御利用下さるようお願い申し上げます。

な消直接調査にあた られた方々をは じめ,関係市町村の方々に厚くお礼申し上げます。

昭 和 48年 3月

山 梨 県 教 育 委 員 会

教育長 清  水  林  邑
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例   言

1 本報告書は金チキ1曾根地区大規模農道建設及び,畑地帯土地

総合改良事業関係の埋蔵文化財緊急発掘調査及び試掘結果を

まとめたものである。

2 この調査は県費ならびに建設事業費のうち測量試験費によ

り県教育委員会を主体として,山梨県遺跡調査団が実施し

た。
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三 珠 町 上 野 原 遺 跡 緊 急 発 掘 調 査 概 報

l. は  し め  に

この緊急発掘調査は金川曾根地区広域営農団地農道 整 備事業による大規規農道建設に先立った もの

で,山梨市下栗原地内の国道20号線を起点とし, 市川大門町に至る総延長30,51lη ,全巾 7紀 ,車巾

6翻のアメファ/1/卜 舗装道路の一部にかかったものである。 この道路建設の目的は金川扇状地の桃 ,

ブ ドウ等の果実, 曾根丘陵の養蚕の振興を計った ものであるが,東山梨,東八代,西八代各郡下の笛

吹川東岸は,県内でも最大の遺跡過密地帯で,国指定史跡が一官町に 2ヶ
Ъ
, 中 道 町に 1協所 存 在

し,先土器時代から歴史時代の遺跡が絨毯の様に存在する。 この道路で昭和46年度には一宮町末木地

区で重要な遺構が発掘されてい
念

し, 勝沼バイパヌ建設工事でも緊急発掘で条里遺構が47年 11月 に発

見されてい
8,又

,46年中道町右左口で縄文時代の集落跡が発掘され ている等, 開発工事により次々
(0

と破壊されているのも事実である。

西八代郡三珠町大塚字上野原は,その地名が示す通 り曾根丘陵南西端に位置する標高340翻の舌状台

地上である。曾根丘陵は,「笛吹川の左岸で, 東八代郡境川村より,西八代郡市川大門町に至る東西

約10臨 ,南北約 3臨 ,穆抜320紀～400ηの丘陵地帯である。前面 , および,背面をそれぞれ断層によ

って切 られた地塊で,前面は, 甲府盆地に急傾斜をもってのぞんでいるが,背面は断層崖で限られ ,

この断層崖は,著 しく開折されてい
負計

又地質については,上部より,ロ ーム層 ,扇状地,崖錐堆積

層15緒 ,砂礫 ,粘土層40η (珪藻土,植物化石含む)火 山性堆積層,火山泥流50駒 ,火山砕暦岩90紀

基盤岩 となっている。 また曾根口'ム 層については上部 と下部にわかれ,上部は赤褐色で表面は風化

して亀裂を生 じている場合が多 く, 下部は黄褐色でしまった感 じのするロームである。
(0

この上野原台地周囲には多 くの古墳群が存在 し,散布地が分布 しているが, ほとんど明治,大正 ,

昭和の時代に破壊されてしまっているのは, このベンチ状地形の農業用地 としての利用が高度であっ

た為であろう。従って桑木の植え換え作業やゴボウ栽培により, 墳丘の崩壊,土器の散布はおびただ

しいものがある。 地元の古老の話によればゴボウ栽培で約 1駒掘 り下げると炉跡や土器等が多量に発

見されたとのことである。 この度この様な道路が建設されるのは,農業振興にとって誠に望ましいも

のではあるだろうが,あ くまでも文化財保護 との調和の上で進めてゆきたいものである。

この台地は】ヒ東に延びる舌状台地で,台地上平坦部は巾約100駒 ,長さ 1臨で,中央部に上野原部落

がある。 大規模農道は南斜面を引ヒ東の豊富村から斜めに登 り,部落南側の平坦地にでてくる。そ して

平坦部を西へと横切 り熊野神社西側へ抜けるが,47年度は豊富村 との境から350.32η が工区で, この

うち台地中央に走る道路と, 南縁道路との間約70翻が今回の調査範囲に含まれるものと考えられた。

ここからの展望は大きく, 】ヒには八ケ岳 ,南ア71/プ メを背に甲府盆地が広が り,足下には笛吹川が

曾根丘陵に沿って緩かに流れている。 丘陵までの間にはわずかな耕地があ り,大塚,伊勢塚の大古墳

を頂上に置 く大塚台地 (315η )が細 く北東に延び,沢をはさんで上野原台地 となる。北東には山梨市

塩山市の町並が遠 く,手前には曾根丘陵の起伏がベランダ状に続いている。

遺跡は地元民の間では広 く知れてお り,かつて敷石住居や炉跡 , 埋甕等が発見されたのは前述の通

りであるが,昭和47年春に工事計画変更に伴って分布調査を実施 した際発見されたもので, この時の

結果では,台地上部では組文時代中期の上器破片が多数散布 しており, 僅に土師器,須恵器片が見 ら
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れたが,南縁部は比較的後者が多 く,それなりに期待がもてた。 また,発掘地点北東のブ ドウ畑には

僅に外れて円墳が存在 している。 直径 3駒 ,高 さ5～60cm位で墳頂に石祠を置いている。このことか

ら, かって小円墳が群集していたことを推察できる。古 くは「 甲斐国志」にも,こ の近郊の古墳につ
0

いて記載があ り, 昭和10年 7月「史跡名勝天然記念物報告第八輯」にも詳 しい。また,鳥居原孤塚出
僧)

上の赤鳥元年
傷

や付近から発見された蕨手
程語

の重要な遺物が発見されており, 大塚小学校にある三

珠考古館 (41年 2月 嫉立)には組文,弥生,古墳,歴史時代遺物が多く収蔵され, この地域を知る重

要な手懸を与えてくれる。

この調査は昭和47年 11月 2日 より13日 の12日 間行ない次の組織によった。

調 査 組 織

調 査 委 員  井出 佐重 (山梨県遺跡調査団団長)

事 務 局  鈴木 孝三 (県社会教育課長)

望月 恵夫 (″    補佐)

波木井市郎 (県社会教育課文化財係長)

調査担当者  山本寿々雄 (日 本考古学協会員,山梨県遺跡調査団常任幹事)

調 査 員  末木  健 (県社会荻育課文化財主事)

竹石健二 (日 本大学講師) 高橋政敏 (独教大学職員) 門司政広 (日 本大学助手)

調査補助員  岡崎完樹,三浦和信, 伊藤恒彦 ,浦野保範,古峰孝夫,宮崎隆協,茅野俊彦,金箱文

夫,天野晃四郎,佐藤正, 山路恭之助,藤巻正信,藤本博樹,岡島知久,加藤直人 ,

油井良江,藤井真紀子,江畑玲子 (日 本大学学生 ,順不同)

協 力 員  小沢佳恵,長田ゆき子 (山 梨英和高校)

調査協力団体  西八代教育事務所,峡南土地改良事務所,三珠町教育委員会

(ヨ主)

1 東入代郡一宮町国分一―甲斐国分寺,一官町東原――甲斐国分尼寺

2 東八代郡中道町下曾根―-0と子塚古墳附丸山塚古墳

3 「甲斐国国分寺周辺KttllLの 調査 (予報)一一末木両木神社付近の場合―一」1972.3.山本寿 雄々,山梨県教

育委員会発行

4 建設省甲府工事 務々所によって,石和町四日市場から勝沼町柏尾まで,国道郷号線のバイパスが建設される。46

年度より着工。昭和47年 3月 ～5月 に御坂町黒頭遺跡発胴,47年 H月 に石和町仲川字赤井で古代条里遺構の発掘

がされた。本年度報告予定

5 県企業局が建設する右左日精進湖間有料道路による緊急発掘調査で,青山学院大学教授吉田章一郎,助教授田村

晃一,郷土史家上野晴朗各氏により昭和46年 3月第 1次 4月 より第2次調査を行ない,縄支時代中期の集落跡が

発掘された。48年度発行予定

6 山梨県地質誌  昭和45年 3月 山梨県

7 文化11年 松平定能

8 仁科義男「古墳群の調査 第二編」

9 赤烏元年五月二十五日の在銘があり,他に内行花支鏡一面,滑石製臼王二個,須恵器若干が明治27年発見され,

現在市川大門町高田浅問神社所蔵となっている。

○後藤守一

〇「山梨の考古学」 (山本寿 雄々1968)

10 東京博物館蔵,長さ50.5¢″鉄製。
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2調 査 概 要 (日 誌 )

11.2(晴)午前10時30分発掘現場に於て鍬入式を行な う。 出席者,山梨県遺跡調査団長井出佐重 ,

三珠町教育委員会教育長堀 口勝,社会荻育主事三上邦秀,文化財審議員長渡辺修克, 峡南土地

改良事務所県営課長小笠原力雄,他 1名 , 西八代教育事務所長小林忠治,社会教育主事福田寅

男,県社会教育課課長補佐望月恵夫,文化財係長波木井市郎, 文化財主事森和敏,同主事末木

健 ,日 大文理学部学生 7名 ,他土地所有者

この後地上物件を撤去し,グ リッドの設定に入る。作業終了4時 30分

m.3(雨 )作業休止

11.4(曇)道路の方向に沿って65駒を 5初づっに区切 り, 直角方向に左右 5縮 とり,5紀グリッ ド

をつ くった。西側より1～ 13の数字を,直角方向北側からABCと して, 計26の グリッ ドを設

定した。 着手グリッ ドは5× 5ηの うち2× 5ηの トレンチ掘 りとし,A.2.3.4.5.6.7.
13.B5.12の 表土剤 ぎを行な う。

11.5(晴)新たにA9,10。 11.12.B8.9.10.11グ リッ ドを掘 り下げた。各グリッ ドとも深く

攪舌しを受けて始 り,赤褐色土 (ソ フ トローム土)にはゴボウか桑による攪乱濤がN50。 E方向に

走ってお り,その深さは約 1切にもなるものがある。

11.6(曇 り後雨)昨 日の作業を続行するが, 午後 3時頃雨のため作業休止

11.7(晴)B2Tを 約40飢掘 り下げたところ トレンチ北側で, 赤褐色上が斜めに切 られ暗褐色土が

南側を埋めていたので, 住居跡の可能性を考え,ま ず覆土を掘 り下げた。 トレンチ南壁下約55

防で床面 と思われる踏み固められた面が発見されたのでこれを追って掘る。 床面は部分的であ

る。

11.8(曇)BlT発 掘,B2で プランはBlに までかかっていない。

A8Tの ローム層を掘 り込んで巨石が発見され, 周囲には所々ローム面が床面様であったので

A9Kを 発掘したが南西部に巨石が存在したのみで他は攪乱を受けていた。

11,9(晴 )B2Tと の間にセクシ ョンベ /1/卜 を残しBlKを 掘 り下げた結果B2竪穴のプランが検

出されたので, これを 1号竪穴とする。遺物は少なく焼土が発見されていないので単に竪穴遺

構 とし, ClK,C2Kを 設定した。遺物は縄文,土師片である。

B10Tよ り攪乱層から須恵器甕破片を主として多量に出土したので, これのセク/ョ ン (東

壁)を実測する。

11.10(雨)9時 より10時 まで作業の後雨のため休止

11.11(晴 )1号竪穴のセクン ョンA.Bを実浪Jし ,べ /1/卜 をはずす。又,道路方向に65れのセクン ョ

ン トレンチを設定し,南北 トレンチを4.11に 2本設定する。

11.12(晴 )東西, 南北セクン ョンの実測を行ない, 1号竪穴の平板測量を行なって床面攪乱層の掘

り下げを行な う。

■.13(晴 )1号竪穴のエレベーンョンをとり全作業を終了する。
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3.発 掘 概 要

グリッド (第 2図 )

路 線 中 心杭BC3と N06を 中心に東西65駒 , 南北 5ηづつ区切 り5翻 ×5紀グリッ ドを26設定

し, うち2駒 ×5η南北方向に区画して トレンチを設定した。東西方向を西から1～13, 中心から】ヒ

をA,南をBと し,グ リッ ドをAIG,BIG,と 呼ぶ, 又 2η ×5翻の 卜L/ン チを例えばAITと

し,残部 3η ×5駒 をAIKと した。Tは トレンチの略で,Kは拡張区である。 工区の関係でAIG

は現道がある為発掘しなかった。

第 2図はソフ トローム層上面で記録したものであるが,攪乱濤がN50。 Eの方向で落ち込み,その間

にも無数の攪乱 ピットがアノミグ状にある。 攪乱層はローム粒子,ブ ロック混入暗褐色土で遺物が含ま

れているが,ほ とんど細片となっている。

A2T～ A7T,上 記の攪乱によリローム面が耕作を受け遺構が発見されなかった。 A7Tは 丁度

桑畑と桃園の地境であ り,南北に走る濤が掘 られていた。濤中より須恵器破片 (第 6図 3.4)礫が数

個出上した。

A8T ソフ トローム面まで比較的浅 く約40Mで ぁる。 トレンチ北西偶に地表から掘 り込まれたと

見える礫群が存在し,礫群は径 lη位で礫は角礫が多く, 礫の大きさは平均 して直径10～ 15物位のも

のである。石は火を受けておらず, 周囲はロームが仄面様であったのでA8Kに セクン ョンベ/t/卜 を

残し発掘する。

A8Kは 攪乱が深く床面 と考えられる部分は発見できなかったが, A8T内 から発見された巨石 2

個 と同一方向上に巨石が発掘された。 (図版 4の 1)

A8～13T ぃずれ も攪乱を深 く受けており遺物も破片であった。 AnTは ローム上面で攪乱を受

けていない部分が帯状に床面的面を残していたが,セ クジ ョン, 遺物出土状況から遺構の追求は不可

能であった
°A13Tは 口,ム 面までが残く北側攪乱層より須恵器破片 (第 6図 1.2)紀文破片が混在

して発掘された。

BIT 地表下30cmで ソフ トローム面を切 り込んで攪乱濤がある。

B2T 竪穴遺構が発掘されたので遺構の項で説明する (第 4図 ,図版 2の 1.2,図版 3の 1)

B3T～ B9T 攪乱により遺構は発見されなかった。

B10T(第 3図 , 図版第 3の 2)ト レンチ北側で須恵器甕破片他があたかも捨てられた様な状態で

r須 恵器

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

表 土

耕作土

黒褐色土

ソフトローム層

口…ム層

!    t    i    t    4nL
第 3図  B10Tセ クシ ョン
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攪乱層から出土したので, B10Kを 1.1物 ×2.1陶掘 り下げたが,遺構 と認められず,セ クン ョンか

ら見ると濤上部から出土しているのが明確になる。 表土は部分的に10～20cmあ り攪乱層が地表 となっ

ている部分もある。 表土は桃園のためか固くしまってお り,攪乱層 は 比 較 的柔 らかい。かってゴポ

ウ,桑があったのであろう。また,ロ ーム面が他のグリッ ドと同様に攪乱を受けてお り, ソフ トロー

ム層はわづかである。

B llT ここでも攪乱濤が 4本あ り, 南側ローム面が床面様で固いが住居跡には不 充 分 で あった

(第 2図)。  また仄面様部分には組文中期土器片が 2片踏み込まれていた。

B12T 攪乱により遺構はない。B12K, 黒褐色上が覆土となっている小竪穴が存在したが,土は

柔 らかく遺物もなかった。

B13T 表土が浅 く20～30帥でソフ トロ

「

ム層となる。 ソフ トローム層は南に緩かに落ちている。

竪穴遺構 (第 4図 ,図版第 2の 1,2.第 3の 1)

B2Tの 発掘中南側が暗褐色土層で落ち込んでおり, 養乱によるものと当初考察したが トツンチ南

壁下55ε紀のところで床面が見 られたので, これを追 う。北壁は中心杭 より南へ約 1鴇の と こ ろ にあ

り, この間の床面は部分的であるが,ほぼ同一 レベ/1/上にある。

そこで, BlTを 掘 り下げたがプランは確認されず,BlK,の セクン ョンベ /L/卜 を残し掘 り下げ

たところコーナが把握できた。 徒って,B2K(1.5紀 ×1.5駒)ClK(1.5翻 ×2.4狗 )C2K

(3.5η ×1.5物 )を発掘し,竪穴遺構のセクyョ ン実測及び平板実測を行なった。

竪穴の各辺の長さは 4.5秘 (東 )2.55紀 (北)2.4η (南)4.5例 (西)で長方形を呈し,長辺の

方位はほ南北にある。壁高は各辺の中央で18.5磁 (東)27.5卸 (北)14.5θη (南)25ε紹 (西)である。

また東壁に接して北側から約 1,lη のところに円礫があ り並んで15協位の礫が存在する。当初この石

組を霊と考えていたが, 篠は焼けておらず,焼土が無かったことで住居 跡 と考 えることができなか

った。

この竪穴は他のグリッド同様攪乱をはなはだしく受けてお り, 壁で把握されたのは北壁 ,東壁南側

一部,南壁中央部,西壁北側一部である。 床面は前述 した通 り柱穴も判定できない有様であった。攪

乱 ピットの深さは不統一で, 遺物も土師片,縄文土器片の細片であった。

4.遺 物

三珠町上野原遺跡の遺物は縄文時代 と古墳時代以降のものに分けることができる。 遺物量からすれ

ば須恵器が最も多く, 次いで組文土器片,それに土師器片が続く。他に灰釉土器底部 1片 ,純文時代

石器 7点で, およそ ミカンダンボーブレ2箱になる。しかしこれ ら資料が,総て攪乱層内から出土した

のであ つて, 遺構内から層位的に,あ るいは一括土器として取 り上げた遺物でないが故に,その価値

は半減していると言っても過言ではない。従って, 勝手ながら重要と思われる遺物を第 5図第 6図に

取 りあげた。

縄文時代 (第 5図)(図版 5)

ここでは前期末葉から中期, 後期に渡って土器を見ることができるが,前期の土器片は少ない。又

中期でも後半の土器片が多く, 曾利式に近いものであろう。

1 半載竹管連続刺突文を特張とする土器で, 山形に施文するのを多く知 らないが繊維を含まず、焼

成は良好で固く,赤褐色の色調を持っている土器である。諸磯式に相当する。
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2.3.粗雑な縄文を施文したもので,方向も一定ではない。羽状組文でもなく,繊維をも含まないで

焼成もあまく器面はずラザラしている。 2は 3に比較して焼成も良く, 色調は黄褐色で,4つの頂点

を持つ波形口辺の 1突起部で外傾しているが, 口縁部は内側に折 り曲げられている。諸磯 a式 として

良いだろう。

4.曾利Ы式の特長とする屈折した口辺に平行沈線を深く斜めに施文した厚い土器で, 黒褐色焼成は

比較的良い。

5.6 沈線で組文帯と無文帯を区画したもので色調は黄褐色, 焼成は良好である。曾利期中頃のもの

と考えられる。

7.隆線の両側をヘラでこす り, この外側を細い条線 (刷 目文とでも言える様な)で斜めに施文して

いる。 曾利前半期の胴部を縦に貫く様な力強い沈線が弱まり,斜条線となったものであろう。土器は

比較的薄く,赤褐色を呈し焼成もそう良好ではない。

8.浅鉢形土器の肩部と考えられる。太く浅い沈線 2本で 1本の半隆線を造 り出している。

9。 10.八字文を特長とする中期末葉の上器で棒状ヘラで八字を施文している。 9は浅く10は深い刺突

文に近い沈線である。 又,10は 沈線 2本で口辺からの懸垂文を表現しているところから中期最終末の

上器であろう。

11.沈線と刺突文による施文で比較的薄く,褐色で胎土,焼成は普通である。一片で不明確であるが

後期初頭のものと考えて良いだろう。

12.外傾している口辺部に三角 (丸に近い)連続刺突文を施し,こ の下部を 5本の平行沈線を引き,

次に右下 りの条線を施文している。 口縁部文様施文兵と下の用具とは恐 らく同じものであろう。この

土器の位置は明確でないが, 】ヒ隆地方の後期初頭に当るものではないだろうか。

13.細い条線で施文され,他は無文である。焼成良く,胎土も良好である。

石器 (第 5図)(図版 6)

この遺跡からの石器の出土量は少なく, 攪乱層から総てが出上しているのは土器と同様である。全

部で 7点の石器が出土しており, 不定形石器 1,磨製石斧2,打製石斧3,凹石 1である。石材は黒

曜石, 粘板岩,安山岩系岩石,硬質砂岩である。黒曜石片は少なく,皆創片又はナップと言われるも

のである。

1.A7Tか ら出土した黒曜石製不定形石器である。 表裏とも左側縁に片面のみ リタッチが加えられ

その周囲に使用痕がある。裏面から見るとバ71/グを持つS宇形の 1次剤離面を観察することができる。

綻4.7cm

2.A4Tか ら出土した定角磨製石斧で基部を欠損している。 刃部は使用による潰痕があるが,良好

に磨かれている。角閃安山岩製,刃巾 5 clll,欠 損部厚さ2.9clllで ある。

3.A6Tか ら出上した特長ある磨製石斧で, 基部を欠損しているが,両面に着柄用の打面がある。

刃部片側に多く使用痕を残しているので刀の切先に以て消り, 左縁は嶺の様である。刃部擦痕は整形

時のものが刀縁に直角で, 使用痕が平行に残されている。刃巾は推定4,5cm(現 3 cm)で 長さ10ε筋で

ある。石材は硬質砂岩。

4.A7Tか ら出土した短冊形打製石斧破片で, 基部,刃部とも欠損している。粘 板岩 製 で 薄く幅

4.1師である

5.B llTか ら出土した短冊形打製石斧破片で,基部欠損し,刃部幅 5協 ,安山岩製で厚い。
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6.A6Tか ら出土した短冊形打製石斧で, 基部が欠損してお り,刃部一部が破損している。幅 5印

で粘板岩製である。

7 B7Tか ら出土した凹石で輝石安山岩で造 られている。 凹部は両面にあ り,高友打法により整形さ

れている。
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第 6図 須恵器,土師器,拓本及び実測図
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須恵器 (第 6図 ,図版 7)

最も多量に出土したが, 器形は甕の破片がほとんどであった。

1.2 A12T北側攪乱層より出土した甕の口辺で 9本の歯をもつ櫛状具で 1印間,隔 に 刺 突している。

上下の刺突文を断面三角形の隆線で区画し, ボタン状貼付文を配 している。下の刺 突 文 を 横切って

口辺 に平行に 2本の 沈 線が引かれている。1.2は同一個体と考えられ,胎土は固くロクロ整形痕が残

る。

3.4.5 3.4は A7T,5は A4T攪 乱層から出土した甕の口辺で同一個体 と考えられる。 三角隆線で

区画された上部文様帯は3.4本の歯で施文された波形櫛 目文で,重複している部分があるので数度に渡

り施文したものであろう。

6.B10Tか ら出土した甕 口辺でロクロ整形度が明瞭に残っている。

7.8 B10Tか ら出上した甕顎部で口タロ整形痕が残っている。 8も 同様で顕部から肩部への破片で表

面に敲 目が残っている。

9.10 9は B12T,10は A12Tか らの出土で 2っ とも甕胴部破片である。 裏面は青海文を擦消してい

る。破片のカーブが比較的ゆるい為,相当の大甕 と考えられる。

灰 釉

11.A llTか ら出土した底部破片で皿であろう。胎土は白く,内側に釉がかかっている。底部にはロ

クロ痕があ り,指で貼付けたボタン状の脚がある。

土師器

12.A12Tか ら出土した土師杯の蓋で外側はヘラで良く磨かれ ,内側にはロクロ整形痕の上に,陰刻

の細い線で馬の後足と尻尾が躍動的に描かれている。 赤褐色で胎土,焼成も良好である。

13.B10Gか ら出土した台付皿底部破片であろう。台部は皿部からひね り出された様に接合部がくび

れている。 色調は褐色であるが,台外側のみ赤 くなっている。ロクロ整形で底部内面ともその痕を残

している。

14.A3Tか ら出土した杯破片を図上復原した。 口辺外側はヘラ横なでで,光沢がある程磨かれてい

る。この下に沈線が一本走 り, この下は横なでされたあと,ヘラで縦方向に整形痕がある。内側は横

なでの荒い整形後 , ヘラで磨かれている。赤褐色で胎土焼成とも良好である。

15.Aユ Tか ら出土した蓋破片で撮部にもロクロ整形実を残し,蓋 との間は 2.3ηη程 くびれている。

焼成,胎土とも良好で,赤褐色である。

5,ま  と め

笛吹川左岸の東山梨,東八代,西八代郡下は県下で最も多密な遺跡包蔵地帯であり, 歴史の豊かな

町々が並んでいる。 しかし耕地が山裾まで広がり江戸末以降の開墾により,ほ とんどの遺跡が大小の

破壊を受け, 記録や報告も無く歴史の源泉を断たれてしまっている現状である。

徒って今日甲斐の古代史を構成している資料は断片的で部分的なものでしかなく, 一片の上器を石

器をも疎かにすることが出来ないのも明白である。 同様な遺跡は文化の広がりを把握することも出来

るし, 小さな遺跡はそれなりに重要なキャンプだったに相異ない。また土器一片でも北陸地方,東海

地方, 関東地方などとの交流を知り,人 々の足跡を実証する証言ともなる。

昭和47年 11月 2日 から13日 の間行なわれたこの発掘では竪穴遺構と土器破片, 石器等が耕作による
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攪乱層の中から出上したので, 層位的に年代を把握するかと,遺構との相関関係を明確にすることは

出来なかったが, 遺物そのものから貴重なものが出土している。その筆頭が馬の亥」線画を持つ土師器

片で,整形痕から器形を推定するに杯の益であろう。 刻線画は内面に彫られ,後足と尻尾が天馬の様

な躍動感に溢れている。 これに彫られた意味を知ることはできないが,単なる戯画として片付けるこ

とはできないであろう。 絵画が願望の表現であるなら,上野原遺跡の古代入が駿足の名馬を描いたも

のとも考え得る。馬は古墳時代中期に, 大陸文化の波及により人々の生活に浸透したものであるが,

縄文, 弥生時代の貝塚から骨や歯が出土することから大陸からもたらされものではない事が分るが,

家畜化されされたのは古墳時代以降であっただろう。 徒って馬の需要が増加した奈良平安時代の人々

の要求の表現と考えられる。

須恵器については, 甕の破片がほとんどで,口 辺の破片は概して口径の大きなものが多く,顎部に

文様を持つものとロクロ整形痕のものに大別できる。 日唇部が丸く限むところから7世紀前半と推定

され,又, 胴部片等については,表に敲 目があり,内側には同心円文が残されているが,円 心円文は

整形されうすくなっていて同時期あるいは若千新らしいものと観察される。

紐文時代遺物については, 地域編年で言うなら前期諸磯式,中期曾利式,後期大花,気屋式等が見

られ,特に (第 5図12)の北睦地方の影響を受けたかあるいは移入品と思われる土器片が興味深い。

石器については石鏃を除いた磨製石斧, 打製石斧凹石が出さしているが,どれも破損している。

また山梨県史蹟名勝天然記念物調査報告第八輯にも付近出土遺物が載っている。

なお, この調査地区西側は48年度以降に工事予定があり,こ れ以上の面積が調査対象になるので ,

第 2次調査によりこの報告書を生かしてゆきたい。

文末ではあるが, この調査に協力していただいた三珠町役場職員及び峡南土地改良事務所諸氏,県

耕地課職員皆様に感謝申し上げます。 (文責 末木)
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県営畑地帯土地総合改良事業関係豊富村中木原

櫛形町中野遺跡試掘調査結果について

この土地改良事業は, 甲府盆地を換んだ東の曾根丘陵 と西の市之頼台地で現在進行されている。東

の豊富村は,曾根丘陵の南西に位置し,標高342翻の王塚を頂にもつなだらかな丘が目印となる。西の

櫛形町中野は標高400η余で平担な地表面をもち, 盆地にのぞむ東縁は高さ50～ 100η の高度差をもつ

断層崖をなしている。また西方山地と接する部分 も, 断層によって境されている。台地縁から東を流

れる漆川に換まれた斜面には古墳が数基残 り, 台地上中央の中野部落東に昭和37年度分布調査で台帳

にのせ られた中野遺跡がある。 今回の調査は,部落と中野遺跡の中間に新設される幹線道路内の 2ケ

所 (2駒 ×2秘)を 2η掘 り下げて土層の調査を行なった。 また豊富村中木原地区は,王塚の宇山平

か ら一段下った標高約300駒の場所で,台地が浅い谷で馬の背状になっている地区である。この北側縁

に幹線 2号が現道拡幅して建設されるので, 路線内に 3ケ所 (lη ×2紀)を約 lη掘 り下げて土層

及び遺構確認の調査を行なった。

幹線道路は全巾5.o統 有効巾員4.7紀 のアメファァレト・ コンクリー ト舗装道路 とな り, 支線道路は

全巾4.5η , 有効巾員4.2η となっている。豊富村では46年度より1号幹線等が着手されており,中

野地区は47年度からである。 この幹線,支線道路は地域で綱の目の様に建設されるので,特に豊富村

については埋蔵文化財の保護基本構想が早急に要求されている。

さて, それではそれぞれの地区について調査結果を簡単に説明しておこう。なお調査は48年 1月 22

日・ 23日 , 2月 1日 に行なった。

(中野地区)

1.北 沢川左岸に1.5前 Xl.5駒 ×1.5η の試験掘濤を設定した。 櫛形町中野宇葉木原1,360番地で

ある。表±30θ駒で砂粒混入暗褐色土,地山120磁 ,腐触を受けた山礫混入茶褐色土である。市之頼川 ,

北沢川によって運ばれた土層と考えられ,遺物は皆無であった。

2.中野字南新居2129番地の桃畑内で,2η ×2狗 xl.3紀を設定し,土層観察をした。表土は 1と 同様

であるが桃の植換え等により第 2層 (小篠混入責褐色粘土層)表面はカッ トが見られる。 表±60～

100θη第 2層 70ε用～30cη ,第 3層黄褐色砂篠層であった。

(豊富地区)

1 中木原部落より約86靴 入った左側拡幅部に設定した 1駒 ×2η ×1.lη の試掘濤を掘った。表土は

1.lη が暗褐色粘土層で柔 らかく遺物が含まれる層であるが, 少量である。

第 2層は粘土化灰白色浮石帯で, 豊富パ ミ赤上層の風化した層ではないかと考え得る。従って,こ

の地区は浅い谷によリローム層が削 り取られてしまったと思える。

2.道 路を換んで 1の反対側に設定した。土層は 1と 同じであ り,遺 物 (組文中期中葉)は土器片が

10片程 ,第 1層下部より出土している。

3.1.2と 異な り,第 1層表土は耕作上であるが暗褐上で粘土的ではない。第2層 は口…ム層である。

表±40勁 ,遺物はない。

文末ではあるが, この調査には県耕地課県営係長長三技正席氏,技師菊池紀邦氏,峡中土地改良事

務所諸氏, 峡東土地改良事務所諸氏のご協力により,県文化財主事末木健が調査を行なった。
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(第 5図 12 土師器蓋内側の刻線画)
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1.遺 跡の位置 とその概 況

本県における遺跡は, 八ツ岳山麓・曾根丘陵・及び都留地方 (郡内地方)の三区分に大別される。

本遺跡はこの内, 曾根丘陵に分布するものである。

曾根丘陵は甲府盆地の東側に連なる御坂山系の山麓が断層によって形成されたもので, ベンチ形を

呈し俗に「蹴上 り段丘」とも呼ばれる地形である。 曾根丘陵をおりると笛吹川が流れ,その沖積層は

甲府盆地の底部を成している。

この宇山平遺跡がある舌状台地には341.8れ の三角点がある。この三角点は王塚古墳の上にあ り,こ

こは甲府盆地を一望できる絶景の地である。 】ヒ側には谷を隔てて米倉山が見え,南には「赤烏元年」

鏡が出土した狐塚古墳をやは り谷を隔てて眺むことができる。 (第一図,第二図参照)

宇山平遺跡は,王塚古墳から東へ約400駒 くだった位置で,小字宇山平1575番地・小字東林1417番地

小字伊勢塚1570番地の付近一帯である。 D区 の近 くには,竪穴式石室をもつ円墳「伊勢塚」がある。

曾根丘陵には, 先土器・縄文・弥生・古墳の各時代の遺跡があ り,特に組文時代の遺跡は濃厚であ

る。 宇山平遺跡 もこの全ての時代の遺物を今回の調査で発見した。 (表面採集分も含む。)

2.調 査 の 経 過

昭和46年 11月 中旬県社会教育課から発掘の依頼を受け, 道路拡幅工事着工期 日が12月 10日 との連絡

だったので,急拠11月 18日 に県文化財調査員・上野晴朗氏, 県社会教育課・宮川副主幹,志村豊富村

教育長等と現地を視察 した。 更に11月 25日 夜豊富村役場で波木井県文化財係長等と共に,山梨郷土研

究会考古部会員と豊富村郷土研究会員と発掘の打ち合わせ会を開催した。

11月 28日 午前10時か ら県文化財・工事関係者・地元・ 山梨大学生・ 山梨郷土研究会員等の出席のも

とで井出山梨県遺跡調査団長のあいさつ, 上野晴朗調査主任の説明が行なわれ,ク イ打,測量,遺物

の表面採集を開始した。この際, 付近の畑でごば うを堀っていた農夫が弥生式土器を発見し,調査団

に連絡してきたので, 見過ごすこともできずやむなく緊急発掘をすることとして D区を設定した。

(第三図参照)

この調査は両俣1に 平均 2ηづっ道路を拡張するため, その拡張部の遺跡を確認することが主目的で

あった。よって トレンチを道路に沿ってA区に 5号 , B区に 2号,C区に 2号を設定した。

発掘実施期間は, 昭和46(1971)年 11月 28日 から47年 1月 16日 のうち 8日 間で,その日時は,土 。

日曜 日をできるだけ使い, 昭和46年 (1971)年 11月 28日 ,同 29日 ,同年12月 3日 から6日 まで,47年

1月 15日 ,同 16日 である。 なおD区の発掘については山梨大学生が後 日も多少続けた。

発掘期間の前半はA区 とD区を,後半はB区 とC区を重点的に調査したが,作業の都合上 A区 とD区

をこれと平行して行なった所もある。

また,地形決1量や遺構遺物の平板測量,写真撮影等はほとんど発掘作業と平行して実施した。

な第,遺物の写真撮影, 拓本取 りや測量図の墨入れ等は46年から47年にかけて随時夜間を中心とし

て山梨大学教室などを借用して発掘作業参加者が行なった。

遺跡調査日誌や調査の 2次的な経過については省略する。

3.遺 構 と 遺 物

構(イ )遺
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最初に,確実に遺構と思われるものはなかったことを記しておきたい。

この道路拡張工事は両側へ平均約 lηづつ広げただけであったこと, 道路が両側の畑より約50M低

かったこと,畑 との境の傾斜の部分が広がったので遺構が破壊されていたこと, 更に,A-1号 ,D

-1号 トレンチでは, 長芋が掘った際耕作によって遺構が破壊されていたことなどによって遺構が発

見できなかったものと思われる。 A-1号 卜L/ン ナを入れた畑の所有者の話しによると,こ の トツン

チより20～30紀北に長さ50卸程度の石棒, 土器や焼土を発見したとい う。他にも付近の畑を耕作して

多くの遺 42」を発見したとい う。 従って特にA区を中心とした地域にはかな り濃厚な組文式時代の遺跡

があると思われる。

B区は急な東北面傾斜であるため遺構はなく,遺物も土師器破片が少量出土しただけであった。

D区は比較的傾斜は緩慢であ り, 弥生式上器,土師破片もかな り地表に散布しているがこの トレン

チを入れたのが野菜畑であったので, やは り地下 lη位まで耕作されており遺 構 は 発 見できなかっ

た。

次に遺構があったと思われる 卜Mン チについて番号順に記してみたい。

1.A-1号 トレンチとその拡張部

耕作土が深く, 約 1印であったがわずかに生活面―住居址床面の一部と思われる部分があ り,携乱

された状態でこの周囲から, 図版第19図 。第15図 のように加曾利 E式上器及び後期に属する土器片と

くばみ石 2個 ,黒曜石製品が出土した。 これを掘 り下げると更に生活面 (住居址床面の一部か)が表

われたが出土品はなかった。

A-1ト レンチの西側拡張部は既設の道路であるが,こ こか らは使用不明の積石遺構 (図版第 2図う

が表土下約20帥にあったが, これは歴史時代の遺構と思われる。豊富村に住む古老の話しによると,

この日中盛衛氏の畑に武家屋敷があったとい うが, あるいは関連したものか もしれない。

2.A-4号 卜L/ン チ

道の両側は桑畑で, この トツンチの真北から傾斜が大きくなる。この トレンチ付近に限 り,非常に

耕作上が浅 くわずか20肋程であ り, その下はハ ー ドローム層になっている。他の トレンチは全て 1切

前後の耕作土や黒色土が堆積しているのに比較して非常に浅いのであるが, この理由はわか らなかっ

た 。

A-4号 卜L/ン チは畑の中に設定したのであるが, 落込み (後で畑の所有者に聞いたところ耕作に

よるもの)力 あ`ったので道路側に トレンチを拡張した。 その結果人的に置かれた石と掘 りこまれた穴

を発見した。 (図版第 4図 。図版第 2図 の 2)。  しかしハー ドロ…ム層直上か らは,加曾利E式土器

の破片が少量出土しただけでこの遺構の明確な時代設定もできなかった。

3.A-5号 卜1/ン チ

桑畑で急斜面であったが比較的遺物も多く出土した。

第二層から攪乱された状態で土師器・須恵器片が出土し, 須恵器杯 (図版第 9図・図版第15図 )が

出土した。 また第 3層 からは縄文時代後期,晩期土器片が攪乱された焼土を伴なって出上したが,つ

いに遺構 らしきものは発見できなかった。 この付近は,表上に多く組文式上器・土師器が散布してい

る。

4.D-1号 トンナ

農夫が弥生式土器を発見した場所であったので特に慎重に発掘を進めたが, 攪乱がひどく,ついに
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遺構は発見できず, 外生式上器 (図版第 8図 。図版第15図 )一個が出土したのみであった。ここか ら

も多量の土師器・弥生式上器片と, 少量の後期を主林とする組文式土器片が出土した。しかしこれ ら

はほとんど混在した状態であった。

(口 )遺 物

遺物は, 土器と石器で確かな住居址等の遺構がなかったので量は比較的少なく,整理箱へ 6箱であ

った。

土器について文化年代別にみると, 組文式時代前期破片が 2, 3片 ,中期後半に属するものが最も

多量で, 後期と晩期も相当量あった。弥生式時代のものは図版に掲げた,半分完形の壷以外に破片も

少量あった。

古墳時代の土器で, 土師器はA-5号 トツンチか ら少量,須恵器は図版に掲げた杯以外にごく少量

出土した。 発掘域内を全般的に観察すると高く (北方)な る程時代は古くな り低 く (南方)な る程新

しくなる傾向であった。

石器は, 石鏃,く ばみ石,石錘等が出土し,石皿,多孔石等を表面採集した。なお,前述したが ,

A区付近から石棒が数本, 農耕中に出土したとい う。

土器について更に詳述すると次のとおりである。

A区第 1ト レンチ第 3層に前期に属する諸磯 C式に比定される土器破片 (図版第10図 の2)があ り,

これは十三菩提に比定されるもので, 本発掘で出土したものの内最古のものである。他は中期中葉か

ら後葉のものが多くこの拡張部第 3層では乱雑な石積みに混入して多量な加曾利 E式土器 (図版第11

12図 ,図版第16図 )力 出`土した。 これらは同一個体 と思われるものもあったが復元できなかった。文

様は, 綾杉文の中に曲線の沈線が入ったものから,ハ字文に浮線の入ったもの沈線の間に細組文のあ

るもの, 渦巻文のあるもの等が出上した。恐 らく加曾利EIか らEⅢ に比定されるものと思われる。

次に A-5号 トレンチか らは縄文式時代後期か ら晩期に至る間と思われる土器破片が多く出土して

いる。沈線と細紐文のあるもの等は堀の内式に近いものであろうし, 口縁部に窓状の文様のあるもの

は後期か ら晩期に属するものと思われる。 (図版第17図 , 図版第10, 14図 )こ れ らは比較的緻密で焼

の通った胎土で,赤褐色を帯びているものが多い。

本遺跡で唯一つ, 第15図 のような,疑いなく植物の実の圧痕 らしい落込みのある土器片が 1片 ,A

-5号 卜/ン チ第 3層か ら出土 した。 圧痕は 2本の沈線の間にはさまれている。この上器片は,同時

に出土した土器片と考えあわせると, 紐文時代中期後美以後のものと思われる。

理学博士,植松春雄先生によれば, 植物の実とすれば,ツ ノハンバ ミ (山梨方言―カンバ ミ)か カ

ン属の実と考えられ,焼いて食用にな り,長期保存に堪えるとい う。

弥生式土器は D-1号 トレンチから図版第 8図 (版第15図 )が出上 したほか, 破片が少量出土した

だけであった。 第 8図の出土状態は,寝かされていた重が耕作によって上半分を削ず り取 られたもで

ある。 これは胴中央部分が強く張っている,いわゆる算盤玉形のもので,東海地方に多い中期後葉の

長床型式に比定するものである。

土師器,須恵器はA-5号 トレンチとD-1号 トレンチとに少量出土した。 土師器は破片だけで復

元できなかったが丸みをもった杯の破片や, 口縁部等の形状を考えるとおおよそ中期のものが多いよ

うである。

須恵器はA-5号 トレンチより出土したものを復元したところ, やや完形に近 くなった。 (図版第
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9図 ,図版第15図)こ れは口縁の帯が広くまた口縁部が比較的直立に近い須恵器制作年代では早い時

期のものである。

なおA-1号 トレンナか ら円筒埴輪の帯の部分の破片が 1個出土したが,こ の トレンチの250η程北

に竪穴式石室の円墳である伊勢塚が,ま た西約400ηに前方後円墳である王塚があるので,こ のどちら

かの古墳のものかもしれない。 (こ の遺跡がある曾根丘陵上には円筒埴輸をもつ古墳が数基ある。)

石器は数種発見されている。

まずくばみ石はA-1号 トレンナより破片を含めて 3個 (図版第15図 )こ の内 1個は, 岩であ り,

A-7号 トレンチから破片を含めて 3個出土している。

黒曜石製石鏃はA-1号 トレンチ第 1床面より4個 (図版第 6図 , 図版第15図 )黒曜石製石錐が 1

個破片を伴って出土した。同 トレンチ拡張部か ら多子L石が半壊を含めて, 4個 (図版第 7図)他の ト

レンナか ら同破片が2ィ固出上した。石錘がA-2号 トレンチ第2層 (攪乱層)か ら1個 (図版第 6図)が

出上した。 なおサイ ド・ 界クレイパー状石器とエン ド・
^ク

レイパー状石器 (図版第 6図)がA-1

トレンチとA-7号 トレンチか ら出土した。 この外,表面採集で石皿の破片図 (版第 7図)や多孔石

数個を得た。また前述したがA区の畑より石棒数本を地主が耕作中発見した。

以上遺物について記したが, 確かな遺構がなかったので遺物の位置づけも十分にはできないのが残

念であると共に, 整理も乱雑で見にくい点もあるが,ご判読いただきたい。

4.  お  わ  り  に

本県の遺跡の3分の1は甲府盆地の東側に連なる曾根丘陵とその北にある数扇状地上にあるといっ

てよい。

曾根丘陵上はローム層の上を浅くあるいは 深 く暗 褐 色 土 (耕作土)が覆っていて, ごぼうや,長

(山)手の作付に適している。 また桑園も多いのだが,曾根丘陵上はほとんど耕地になって深 く耕や

されているところが多い。 この耕地の中を走る農道を拡張する工事であ り,急を迫 られた発掘調査で

あったことや加えて本県考古学の後進性があって十分ではなかったが,一応調査を終了した。

甲府盆地の冬は寒さが厳 しく, 零下10度に達することもあ り,北風は,しばしば台風級の強さにな

る。

本遺跡がある台地上でも, 穏やかな日和あ り,降雪あ り,寒風吹きすさが 日もあったが参加者全員

一致協力して無事発掘調査が終ったことを喜びとしたい。

最後に発掘参加者 (測量, 写真撮影等を含む)を始め,ご協力くださった人たちや報告書作成をし

た人たちの氏名を記しておく。

山梨県遺跡調査団  井出佐重 (団長) 上野晴朗 (発掘担当者) 折井忠義,早川方明,萩原三雄

渡辺敏雄 ,渡辺礼―,桜林芳秋        森和敏 (執筆)

山梨大学考古学研究会員,ほか  一寸木和広,安部真―,中島芳美,宮下敬子,渡辺孝子 ,

鈴木康男,浅川まゆみ,笠井美幸 ,土屋泰広

豊富村教育委員会事務局  志村量美,長島幹夫

豊富村郷土研究会     志村量美 外15名

石原 弘  (宿舎)

山梨県教育委員会社会教育課文化財係  波木井市郎,末木健
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第 1図 豊富村宇山平遺跡付近図
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第 6図

1.2石族 (黒曜石製

A-7卜 /ン チ第

1床上)

3.サ イ ドメクレイ

パー状石器 (黒曜

石製A-7ト レン

チ)

4.ェ ン ドヌクレイ

パー状石器 (水晶

製 A-1ト レン

チ)

5。 石錘 (A-2ト
ツンチ第 2層 )

鍬
|

ゼ

［

0___…
・

Й

第 5図 縄 文 土 器 破 片 (A-1ト レンチ)
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第 7図  1.多 孔石 (A石第 1ト レンチ拡張部)

2.石 皿A(区表面採集)
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第 8図 弥生式土器重 (伊勢塚 2区第 3層 )

9    5ι "
第 9図 杯 (須恵器)A-5ト レンチ第 2層

―-30-―



■々三職

Ⅷ0

…
転._ザ 表

f単
球 ぃ 章 婿 1野デ望FI養r玲

触
轍

鞠

懇

単
２

聯

第10図  A区出土の土器石影

1.2.A-1第 3層 ,3.7.9.15.18A-1表 土

4.5.14.16.7.19。 20A-5卜 L/ン ナ第 3層

6.8.A-1ト レンチ第 1点上

11.13.A-3ト レンチ第 3層 12A-6ト レンナ表土

麹

鞄
鵡

騨 〕

鞠

―-31-―



1

Ａ
一恥
，ュ
串」

ゴ

第11図  1-9A区 第 1ト レンチ拡張部第 3層

10A-1卜 1/ン チ床上 1lA-5ト レンチ
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第12図  1～ 5.7～ 9 A-1ト レンチ拡張部第 3層
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第13図  D区出上の土器片拓影

1～ 5。 1l D― トレンチ第 5層

6D-1ト レンチ第 4層
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7-10 D-1卜 L/ン チ

12,13 D-1卜 L/ン チ第 3層
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第14図  A区出上の土器拓彩

1～4.6.10 A-5ト レンチ第 3層

5。 7～ 9  A-1ト レンチ第 3層
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図 版 第 2図

1.宇 山平全影 (背後は米倉山,甲府盆地)

2 Aム 号 トレンチ

3.Al号 トレンチ拡張部積石遺構

4.Dl号 トレンチ休生式上器出土状態
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図版第 16図

A-1ト レンチ拡張部第 3層 (組文土器)
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